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告
知
板

▼
最
近
「
大

統
領
の
執
事

の
涙
」と「
そ

れ
で
も
夜
は

明
け
る
」
の

二
本
の
映
画

を
見
た
。
テ

ー
マ
は
共
通

し
て
、
ア
メ

リ
カ
の
奴
隷

制
度
。
ほ
と
ん
ど
の
黒
人
は

人
と
し
て
扱
わ
れ
ず
、
所
有

物
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

奴
隷
制
度
は
廃
止
さ
れ
た

が
、
黒
人
の
基
本
的
人
権
が

保
障
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
声

を
上
げ
続
け
長
い
年
月
が
必

要
だ
っ
た
。
今
で
は
大
統
領

に
選
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
、

基
本
的
人
権
が
普
遍
的
な
権

利
と
し
て
確
立
し
て
い
る
▼

し
か
し
、
政
府
は
、
知
る
権

利
を
取
り
上
げ
、
権
利
で
あ

る
社
会
保
障
を
破
壊
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
憲
法
97
条
に

は
、
基
本
的
人
権
を
、「
人

類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲

得
の
努
力
の
成
果
」
と
書
い

て
あ
る
。
努
力
を
怠
ら
ず
、

為
政
者
に
実
行
さ
せ
る
た
め

に
声
を
上
げ
て
い
こ
う
。

天満でとどけ

　第302号〈毎月10日発行〉
2014年３月10日（部内資料）

研修・学習会などにご利用ください

2014
春闘で

２月23日には北河内自動車パレードが行われた

▶�

憲
法
が
生
か
さ
れ
る

大
阪
市
政
を
と
訴
え

　２月20日、大阪府労働委員会は、大阪市が橋下徹市
長の指示で、庁舎内にあった労働組合事務所の退去を
求め、使用を許可しなかったのは不当労働行為に当た
ると断罪。思想アンケートに続いての判断。
　大阪労連は、組合員のみなさんからの署名をはじめ、
毎月の市・区役所前宣伝など、職員や労働組合への権
利侵害を許さないたたかいを取り組んできました。引
き続き、憲法尊重擁護義務が課せられている橋下市長
に、憲法に保障された基本的人権、労働組合活動を守
らせていくために取り組みをすすめていきます。

2014年 春の憲法学習講座
大阪憲法会議・共同センター

集会では、すべての労働者の賃上げ実現に向け決意を固めた

◀�府労委命令に大
阪市役所労組が
声明を発表

府
労
委
が
橋
下
市
長
を
断
罪
！

すべての労働者の
を!賃上げ
く
ら
し
守
れ
の
共
同
を

　

大
阪
春
闘
共
闘
と
大
阪
労
連
は
、
２
０
１
４

春
闘
で
、
職
場
と
地
域
で
共
同
広
げ
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
金
を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
を

求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
意
思
統
一
の
場
と
し

て
、
２
月
18
日
に
エ
ル
お
お
さ
か
で
「
２
・
18

春
闘
勝
利
決
起
集
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

３
・
13
大
阪
総
行
動
を
「
く
ら
し
守
れ
の
共

同
」
と
し
て
、
大
き
く
成
功
さ
せ
る
こ
と
を
は

じ
め
、
職
場
、
地
域
で
雇
用
破
壊
、
く
ら
し
破

壊
の
政
治
ス
ト
ッ
プ
に
向
け
、
全
力
で
奮
闘
し

て
い
く
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

　

２
月
18
日
、
エ

ル
お
お
さ
か
で
、

大
阪
春
闘
共
闘
委

員
会
と
大
阪
労
連

が
春
闘
決
起
集
会

を
開
催
し
ま
し

た
。
主
催
者
を
代

表
し
て
川
辺
和
宏

春
闘
共
闘
代
表
委

員
（
大
阪
労
連
議

長
）
は
、「
今
年
の

春
闘
で
、
す
べ
て

の
労
働
者
の
賃
上
げ
、
長
時

間
・
過
密
労
働
の
是
正
な
ど
、

人
間
ら
し
く
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
労
働
組
合
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
す
べ
て
や

り
き
り
る
こ
と
が
重
要
。
同

時
に
、
国
民
の
生
活
向
上
に

向
け
労
働
組
合
の
社
会
的
役

割
を
発
揮
し
て
い
こ
う
」と
、

呼
び
か
け
ま
し
た
。
ま
た
、

橋
下
大
阪
市
長
の
辞
任
に
関

わ
り
、「
市
民
の
税
金
を
６

億
円
も
か
け
て
無
駄
な
出
直

し
選
挙
が
行
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
が
、
大
義
も
道
理
も

な
く
、
自
分
の
意
見
が
通
ら

な
い
か
ら
選
挙
を
議
会
封
じ

し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
菅
義
人
事
務
局

長
（
大
阪
労
連
事
務
局
長
）

か
ら
、「
職
場
と
地
域
で
共

同
を
広
げ
、
す
べ
て
の
労
働

者
の
賃
上
げ
を
」、宮
武
常
任

幹
事
（
大
阪
労
連
副
議
長
）

か
ら
「
組
織
強
化
・
拡
大
で

春
闘
勝
利
を
」
の
二
つ
の
行

動
提
起
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
意
表
明
で
は
、
小
松
康

則
府
職
労
書
記
長
、
西
口
亮

東
部
地
区
協
議
長
、
溝
口
真

也
関
西
Ｍ
Ｉ
Ｃ
事
務
局
長
、

染
原
剛
大
阪
医
労
連
委
員
長

の
４
名
か
ら
、「
地
域
経
済
の

る
」「
今
春
闘
で
労
働
条
件
改

善
に
向
け
全
力
を
あ
げ
る
」

な
ど
発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

で
、
２
０
１
４
春
闘
で
す
べ

て
の
労
働
者
の
賃
上
げ
を
勝

ち
取
る
決
意
を
固
め
ま
し

た
。

活
性
化
に
賃

上
げ
は
必
要

不
可
欠
と
訴

え
て
、
賃
金

改
善
を
勝
ち

取
っ
た
」「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業

を
根
絶
に
向

け
地
域
で
大

き
な
運
動
を

す
す
め
る
」

「
非
正
規
労

働
者
の
処
遇

改
善
を
粘
り

強
く
す
す
め

の
道
具
に
使
う
と
ん
で

も
な
い
も
の
。私
た
ち

は
、こ
れ
ま
で
も
慰
安

婦
暴
言
や
職
員
に
対
す

る
権
利
侵
害
な
ど
、
政

治
家
の
資
格
は
な
く
、

た
だ
ち
に
辞
任
を
求
め

て
き
た
。
市
政
の
転
換

に
向
け
て
全
力
で
奮
闘

日　時　３月26日（水）18時30分から
場　所　たかつガーデン（大阪教育会館）８F
� 近鉄上本町・地下鉄谷町９丁目下車
講　演　「改憲への政治の暴走と新しい社会づくりの課題」
　　　　講師　石川 康宏さん（神戸女学院大学教授）


